
紹

介

羅
ほ
鳥
山
氏
の
苦
野
ゼ
う
に
比
し
て
や
」
疏
略
で
ほ
な
か
ら
う
か
O
南
京

南
海
府
、
こ
れ
に
継
て
ば
熱
熱
、
鳥
山
爾
氏
と
嗣
じ
く
成
鏡
遠
道
鏡
城
灘
奄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

「
似
可
假
定
布
此
」
（
同
上
十
二
葉
）
と
い
つ
糞
り
、
又
朝
鮮
北
青
郡
新
晶
（
鏡

城
の
南
）
が
そ
れ
か
も
知
れ
ぬ
（
同
上
＋
二
一
十
三
葉
）
と
い
っ
た
り
、
又
東

國
輿
地
勝
贅
五
十
析
載
岩
鏡
北
蓮
鍾
城
府
之
古
跡
に
南
京
と
穂
す
る
庭
あ

り
或
に
こ
れ
で
あ
ら
う
か
（
阿
上
＋
三
葉
）
な
ど
頗
る
氣
が
多
い
。
閣
み
に

最
後
の
親
ほ
我
が
内
藤
榑
士
が
目
本
浦
洲
交
麺
略
設
ハ
叡
出
講
演
、
集
）
の
申

に
既
に
説
か
れ
允
所
で
あ
る
Q
然
う
に
以
上
諸
京
の
比
定
の
如
き
ば
女
献

に
就
て
如
何
に
考
究
す
る
も
班
謂
机
上
の
空
論
に
過
ぎ
ざ
る
事
が
多
い
、

か
～
る
問
題
ぼ
實
地
踏
査
の
結
果
と
相
談
っ
て
正
鵠
奄
期
す
る
に
庶
幾
ら

・
り
。

　
以
上
が
金
遣
の
論
説
り
一
斑
で
あ
ろ
。
然
し
こ
の
書
の
塒
徴
ぼ
論
説
よ

り
も
寧
ろ
そ
の
更
料
集
☆
る
黙
に
在
る
。
史
料
集
と
し
て
面
戸
ば
完
壁
に

近
い
。
非
帝
巾
げ
ト
便
利
な
本
で
冷
の
る
、
㌔
L
」
た
申
添
へ
て
諸
千
｛
に
御
一
蔵
型
め
す
・
る

次
籠
π
で
あ
る
Q
（
大
流
ヱ
ね
丈
門
閥
雑
へ
行
、
　
…
艀
∵
窄
本
摺
∵
八
圓
）
（
外
山
）

（⊆Lo鵠｛ils
訪●騎狸
・一 〇
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フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
、
マ
イ
ネ
ソ
ケ
に
デ
デ
イ
ケ
イ
レ
さ
れ
穴
ろ
本
書
ほ

著
者
の
序
丈
に
よ
れ
ば
中
世
的
塁
恩
間
題
へ
の
一
黒
髭
と
し
て
書
か
れ
カ

も
の
で
あ
る
。
一
覧
二
入
一
聯
○
年
に
限
っ
た
の
ほ
一
五
二
八
年
の
集
帝

計
霊
に
始
ま
り
、
一
五
三
八
年
峯
。
。
ρ
》
曹
霧
貰
6
琴
m
に
於
け
る
フ
ラ
ン

篁
十
九
巷
　
第
悶
號
　
　
七
七
四

ソ
ワ
｝
世
と
の
合
著
に
至
ろ
期
問
ほ
集
帝
の
理
想
が
最
判
純
粋
に
、
か
つ

最
も
宥
敷
に
實
現
ゼ
ら
れ
．
た
と
い
．
ふ
基
軸
の
児
解
に
よ
つ
力
六
め
で
あ

る
。
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
帝
…
図
恥
議
奮
n
（
紳
ゆ
二
幽
門
）
、
一
五
一
ニ
ニ
年
の
ト
ル
コ
臨
遠
’
征

（
第
三
章
）
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
厨
・
き
考
（
第
四
章
）
、
一
五
三
六
年
復
活

祭
1
3
曜
日
カ
ー
ル
麗
世
の
ロ
⊥
・
に
於
け
る
燕
賀
演
説
（
第
徽
章
）
が
か
・

る
癖
脚
註
へ
の
階
段
奄
な
し
て
み
ろ
Q
著
看
が
偲
旧
々
の
審
飾
只
の
κ
双
蓮
な
静
棺
一
騨

更
的
意
昧
附
け
と
結
び
つ
け
て
み
ろ
鮎
ぱ
戯
れ
て
み
ろ
Q

　
事
書
叙
蓮
の
部
分
ほ
特
に
成
功
し
て
み
る
。
史
料
、
文
献
の
澱
握
及
び

口
便
．
ほ
誠
に
漉
切
で
あ
り
、
重
要
な
る
も
の
と
し
か
ら
ざ
う
も
の
と
の
麗

塒
も
正
確
で
あ
る
。
無
昧
乾
燥
な
る
公
文
書
也
料
も
色
彩
と
生
命
と
か
得

て
み
る
Q
一
聾
糞
丁
三
闘
年
の
フ
ー
フ
ン
ス
に
封
読
・
る
親
善
政
策
ぱ
フ
ラ

ン
ソ
ワ
｝
世
と
、
同
艮
窪
δ
へ
の
最
初
の
眞
断
群
な
る
試
み
で
あ
る
と
理

解
し
て
み
る
Q
亦
多
く
の
廊
話
的
都
分
ぱ
偲
へ
ば
プ
ロ
ゾ
ア
ン
ス
へ
の
遽

征
ハ
｝
五
三
六
年
）
の
叙
蓮
の
如
く
杢
魏
の
叙
蓮
か
産
か
し
て
み
る
。

　
著
春
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
癖
代
に
重
て
は
カ
ー
ル
曽
、
鮭
の
三
世
的

宗
教
的
、
世
界
的
な
る
皇
奮
理
念
と
フ
ラ
ン
ソ
ヲ
…
世
の
近
世
醐
家
理
念

と
が
聾
立
し
、
爾
者
の
間
に
ク
レ
メ
ン
ス
二
世
及
び
パ
ウ
彪
三
歎
等
ル
ネ

サ
ン
ス
法
王
の
雪
・
豊
δ
℃
・
ぎ
凹
℃
が
存
し
六
と
す
ろ
。
こ
の
理
念
の
欝

立
ぱ
羅
封
的
で
あ
る
Q
最
初
皇
帝
に
ほ
そ
の
反
封
者
の
汲
沿
康
則
に
驕
す

る
理
解
に
少
し
も
な
か
つ
象
、
彼
ほ
フ
ラ
ン
ス
王
及
び
硯
實
主
義
的
政
策

為
主
張
す
ろ
彼
の
臣
下
と
牒
瑚
の
釜
揚
に
立
っ
て
る
れ
。
彼
ぽ
貞
ら
の
墓

督
攻
的
二
子
上
伸
ハ
幹
ゆ
誤
）
に
よ
つ
て
暗
代
の
激
と
な
っ
た
（
幹
嬉
O
）
o

か
・
ろ
簿
統
孟
母
帝
理
念
が
杢
く
カ
ー
ル
の
三
界
政
策
的
任
務
な
決
定
し

（王813）



れ
。
彼
ぽ
皇
帝
…
擁
な
ば
φ
髭
〈
⑦
読
…
昼
。
開
門
冨
二
見
蜀
に
宣
す
ろ
｛
霧
島
と
考
へ

索
の
で
あ
ろ
。
彼
に
と
っ
て
の
最
終
目
的
に
暴
督
敏
世
界
に
以
前
の
殺
序

為
阿
復
す
ろ
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
れ
め
に
臣
ト
期
コ
人
討
伐
、
宗
敏
分
的

裂
の
除
去
、
一
般
的
毅
脅
改
革
た
必
要
と
し
、
そ
の
實
現
に
匡
フ
ラ
ン
ス

及
び
法
王
り
協
力
た
必
要
と
し
糞
。
窓
・
β
〉
噌
§
・
幕
㎝
に
於
て
皇

帝
ぱ
目
的
に
到
雄
し
れ
と
僧
じ
ヘ
バ
O

　
皇
帝
理
念
を
ば
カ
ー
ル
薫
世
の
政
策
の
中
心
1
3
一
持
ち
冒
し
六
こ
と
に
著

者
の
功
績
で
あ
り
、
こ
の
範
帝
理
念
が
政
治
的
兄
解
と
共
に
彼
の
一
般
的

見
解
な
丈
碧
し
て
る
る
と
い
ふ
黙
同
感
で
あ
る
Q
そ
れ
ほ
⑦
写
H
琶
・
［
β

b
9
（
9
貯
弩
α
μ
目
無
8
一
〇
鍛
冨
〇
一
｝
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
近
世
約
な
現
轡
C
蚊
策

総
力
政
策
と
に
一
致
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
ろ
。

　
著
者
の
見
解
に
採
二
つ
の
誤
謬
が
あ
ろ
。
；
ば
現
實
的
政
策
と
カ
ー

ル
五
輪
の
政
策
の
ご
と
き
理
念
的
政
策
と
の
鞄
蚤
的
矛
盾
性
に
封
ず
る
頑

固
な
る
確
信
で
あ
．
る
、
著
者
の
見
解
に
關
ら
ず
（
。
・
・
二
三
）
彼
の
王
家
的
名

琴
慾
に
ほ
襟
力
意
志
や
野
心
が
強
く
働
き
か
け
て
い
ろ
こ
と
ほ
確
か
で
あ

る
。
碧
者
が
塁
帝
な
げ
盲
羅
的
イ
デ
ナ
・
ー
グ
と
し
て
、
空
論
政
治
家
と

し
て
、
帝
位
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
と
し
て
坂
扱
ふ
に
於
て
（
幹
冨
汐
醜
・

H
器
噂
。
。
．
q
。
舞
）
反
欝
説
が
提
綴
さ
れ
ろ
。
こ
の
「
封
建
的
國
家
理
念
の
最
後

の
代
表
者
」
（
㎝
b
譲
）
も
亦
廓
内
政
策
に
於
て
ば
む
。
3
〈
窪
互
琴
櫨
ω
［
碁
7

紹
鉱
。
。
9
｝
の
原
石
な
承
知
し
て
み
れ
の
で
あ
る
O
集
帝
が
払
え
す
フ
ラ
ン

ス
と
の
諌
解
に
努
力
し
六
こ
と
に
ほ
．
環
實
政
策
的
根
嫁
が
あ
ろ
、
フ
ラ
ン

ス
の
反
欝
二
字
り
世
界
誹
諜
の
貫
徹
の
邪
鷹
で
あ
る
故
何
等
か
の
和
解
に

蓬
ぜ
ん
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
歎
策
ほ
成
功
し
ぬ
の
で
あ
っ
六
。

尋7コ
聯ロ

介

　
次
に
著
潜
の
テ
ー
マ
の
無
期
制
限
の
根
櫨
が
充
分
で
な
い
〇
　
一
五
三
八

年
以
後
の
豊
舐
鵡
叩
理
念
の
山
群
根
｝
に
つ
い
て
は
説
か
れ
」
て
い
な
い
Q
か
へ
っ
て

以
後
の
昭
代
．
が
そ
の
凶
巣
の
實
現
川
捌
と
考
へ
・
う
れ
［
る
Q
ハ
司
り
エ
ン
ト
命
u
議
、

シ
ユ
け
、
ツ
カ
ル
デ
ツ
戦
事
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
山
臥
訓
規
｛
疋
）

　
最
後
に
と
閃
①
』
℃
o
碧
汗
ハ
h
に
つ
い
て
の
ア
カ
デ
ミ
ン
ク
な
無
念
た
十

点ハ

｢
紳
電
の
漕
肱
仏
㎝
的
轡
㌶
潜
肱
的
宵
撃
件
に
ド
w
て
の
ま
、
田
川
ひ
る
、
｝
と
レ
μ
難
門
口
肝
ん
島
蜥
き

や
す
い
。
こ
の
世
紀
の
問
題
ば
勿
論
「
現
實
政
策
写
し
に
ぱ
群
雲
牒
察
な

い
山
り
れ
ど
も
、
現
按
配
性
な
謡
い
て
る
る
と
ほ
考
へ
・
b
れ
』
怯
い
。
カ
ー
ル
五

世
に
於
て
ば
盤
学
生
．
義
的
見
解
と
…
催
力
政
策
召
見
解
が
繁
密
に
結
び
合
っ

て
お
り
、
後
砦
た
除
毒
・
得
る
場
合
の
ご
と
再
・
巨
涛
ん
ど
な
い
の
で
あ
ろ
。

　
（
踏
剛
m
〔
・
N
鉱
冨
。
穿
葺
彰
自
・
羅
…
W
●
腎
簿
N
づ
、
巴
ω
窪
氏
害
評
に
よ
る
。
）

　
（
ゆ
2
，
貯
導
団
ぴ
2
，
一
心
お
ω
p
H
X
暮
濃
n
ω
．
一
。
。
レ
い
）
　
　
　
（
接
見
）

　
　
慰
天
皇
と
要
説
の
湛
展
　
　
　
　
中
村
直
勝
著

　
「
a
本
の
歴
更
三
唱
す
天
集
か
、
寒
心
と
し
て
撫
展
し
て
行
く
、
…
…
興
時

代
の
最
も
進
ん
だ
文
明
巨
、
常
に
必
ず
宮
廷
に
在
ろ
。
言
ほ
獄
天
皇
が
一

番
進
ん
だ
文
化
の
勝
訳
者
で
あ
る
と
申
し
て
も
よ
い
。
」
こ
れ
ば
中
村
助
教

授
が
畢
素
〆
鯖
に
於
て
ま
力
座
談
に
於
て
常
に
後
進
に
説
か
ろ
・
と
こ
ろ

の
持
論
で
あ
る
。
そ
れ
ぽ
氏
の
圓
史
の
研
究
に
於
け
る
最
初
の
ラ
イ
ト
モ

テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
と
共
に
、
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
常
に
新
し
く
そ
の
意

昧
か
深
め
ら
る
、
所
の
信
念
で
あ
ろ
。
、
M
の
組
継
に
ぜ
ら
れ
索
氏
の
薪
著

に
、
一
に
か
㌧
る
主
張
か
具
槻
…
的
に
示
さ
ん
が
爲
に
御
歴
代
の
中
よ
り
宇

多
、
醍
醐
、
後
画
口
湾
及
び
後
’
島
羽
の
四
帝
た
蹴
中
げ
て
そ
の
御
榊
帯
歴
か
考
へ

瀞
、
の
二
品
の
誰
展
の
上
に
有
ぜ
ら
る
・
大
い
な
る
意
義
ひ
明
か
に
せ
ら
れ

纂
十
九
巷
　
第
四
號
　
　
七
七
五

（　IS7　）


